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日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
年
二
月
に
公
表
さ
れ
た
旧
日
本
郵
政
公
社
に
対
す
る
郵
政
行
政
審
議
会
の
業
績
評
価
に
お
い
て
、
郵
便
貯
金
業
務

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
に
つ
い
て
、
Ａ
〜
Ｅ
評
価
の
五
段
階
評
価
の
う
ち
「
Ｄ
」
（
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
）
と
い
う
評

価
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
先
立
つ
平
成
十
九
年
七
月
の
業
績
評
価
で
は
簡
易
保
険
事
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
含

め
た
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
対
し
て
「
Ｄ
」
評
価
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

現
在
、
直
近
の
数
字
で
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
事
例
は
、
ど
の
程
度
に
な
っ
て
い
る

か
。
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
各
社
ご
と
の
件
数
、
ま
た
、
か
つ
て
の
郵
政
行
政
審
議
会
の
業
績
評
価
と
同
様
の
違
反
事
例
を
態

様
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

こ
の
う
ち
、
特
に
現
金
管
理
に
か
か
わ
る
も
の
（
紛
失
、
横
領
、
窃
盗
等
）
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
各
社
ご
と
の
内
訳

（
件
数
及
び
被
害
額
）
、
ま
た
、
一
万
円
以
上
の
被
害
額
の
あ
っ
た
事
例
に
つ
い
て
個
別
事
例
の
態
様
を
具
体
的
に
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。
平
成
十
九
年
七
月
の
業
績
評
価
に
お
い
て
は
現
金
過
不
足
事
故
が
二
十
六
万
件
超
も
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
時
点
と
比
べ
て
の
変
化
に
つ
い
て
も
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
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三

こ
の
よ
う
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
に
つ
い
て
、
総
務
省
は
旧
日
本
郵
政
公
社
に
対
し
て
厳
重
注
意
処
分
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
多
数
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
事
例
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な

形
で
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
各
社
に
対
す
る
指
導
及
び
監
督
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

四

金
融
庁
は
昨
年
十
二
月
、
株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
株
式
会
社
に
対
し
、
「
法
令
等
遵
守
に
係
る
経
営
姿
勢
及

び
内
部
管
理
態
勢
に
重
大
な
問
題
が
認
め
ら
れ
た
」
と
し
て
業
務
改
善
命
令
を
発
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
郵
政
改
革
案
」
と
し
て
本
年
三
月
二
十
四
日
に
亀
井
担
当
大
臣
ほ
か
か
ら
示
さ
れ
た
方
針
で
は
「
金
融
二
社

の
窓
口
業
務
を
受
託
す
る
郵
便
局
に
対
す
る
金
融
庁
の
検
査
・
監
督
は
、
一
般
銀
行
よ
り
緩
和
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
政
府
の
「
郵
政
改
革
」
の
方
向
性
は
、
旧
日
本
郵
政
公
社
及
び
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反

の
根
絶
を
求
め
た
行
政
処
分
の
趣
旨
に
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

五

郵
政
事
業
の
四
分
社
化
に
よ
っ
て
地
方
に
お
け
る
利
便
性
が
低
下
し
た
例
と
し
て
「
郵
便
配
達
員
に
現
金
を
預
け
て
預
金

や
保
険
料
の
支
払
い
を
頼
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
慣
行
自
体
が
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
多
発
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、
利
便
性
低
下
を
理
由
に
こ
う
し
た
慣
行
を
む
し
ろ
奨
励
す

る
か
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
か
。

二



右
質
問
す
る
。

三


